生活科における身近なものを使った遊びの工夫と創造 : 第1学年「木の実を使った遊び」を例に by 松原 静郎 & 岩間 淳子
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対象：昭和 22 年試案、昭和 27 年試案、昭和














以下 [H27] と記す）、平成 23 年度版（平成
20 年改訂、[H23]）
以上、第１学年全８社（DN、 TS、 KR、 
KS、 GT、 SK、NB、MT）、計 16 冊。
理科教科書；昭和 61 年度版（昭和 52 年改訂、
[S61]）、昭和 49 年度版（昭和 43 年改訂、
[S49]）、昭和 40 年度版（昭和 33 年改訂、
[S40]）
以上、第１学年、第２学年（DN、 TS、 












対象：A 大学教育学科の平成 29 年度第１学
年の学生 79 名（男子 58 名、女子 21 名）



































































































































































12 ページであった。昭和 43 年改訂の [S49]
の単元名は３社共に「やじろべえ」であり、
ページ数は４～６ページであった。昭和 52

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































お も ち ゃ の 例





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































３社では [H27] と [H23] で変わりなかったが、
「たのしもうあき」「あきとともだちになろ
う」など「あそぶ」「たのしもう」「ともだ





[H27] が４～９種類（平均 6.8 種類）、[H23]
は４～ 10 種類（平均 6.9 種類）で、掲載数


























1.4）であった。また、表中の 3 気付き B の
「遊びの工夫など、気付きの質の高まり」に
関する記述は、[H27] が０～４（平均 1.5）、
[H23] は０～３（平均 1.0）であり、平均 0.5
増えていた。
また、平成 29 年改訂の学習指導要領の内
















































































































































































































































原、2015；2016：2017、 松 原・ 岩 間、
2017b）また、理科に関しては、次の報告
がある（松原・岩間、2016：2017a）。
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